
水
戸
市
の
ご
み
の
量

　

市
民
一
人
１
日
当
た
り
の
ご
み

排
出
量
は
、
全
国
の
平
均
と
比
べ

て
多
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

市
全
体
で
は
年
間
で
約
10
万
６
０

０
０
ｔ
、
処
理
に
か
か
る
総
費
用

は
約
33
億
円
に
上
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が「
ご
み
」と
し
て
出
す

物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
元
は
製
品
や

商
品
だ
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
原

料
や
材
料
の
多
く
が
、
石
油
や
木

材
な
ど
の
天
然
資
源
。
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
は
、
限
り
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
焼
却

す
る
際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制

や
、
市
の
ご
み
処
理
に
か
か
る
費

用
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
な

ど
、
ご
み
の
減
量
は
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ご

み
と
し
て
出
す
物
を
減
ら
す
こ
と

が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。
物
を
大
切

に
す
る
、
無
駄
に
し
な
い
、
再
利

用
で
き
る
も
の
は
分
別
し
て
資
源

物
と
し
て
出
す
。
一
人
一
人
の
小

さ
な
取
組
も
、
み
ん
な
で
続
け
れ

ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
ご
み
の
減
量
が
必
要
な
の
？

「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

日々の習慣や小さな気づきが、ごみの減量につながります。
皆さんも一緒に考えてみませんか。
問合せ／ごみ対策課（☎232-9114）

「もったいない」を、
大切に。

賞味期限・消費期限
切れによる廃棄

野菜の皮を厚くむき
すぎるなど、食べら
れる部分の廃棄

好き嫌いや作り
すぎによる廃棄

55％
27％

18％

図2　家庭における食品ロスの内訳

（平成28年、消費者庁）

き
ず
な
ボ
ッ
ク
ス
の
活
用

　

各
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
賞

味
期
限
内
の
缶
詰
や
レ
ト
ル

ト
食
品
な
ど
を
受
入
れ
て
い

ま
す
。

場
所
／
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
館（
ミ
オ
ス
２
階
）、
南

部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ふ

れ
し
あ
」（
吉
沢
町
）　

ほ
か

※
詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
３
０
９
・
５
０
０
１
）

ま
た
は
市
福
祉
総
務
課（
☎

２
３
２
・
９
１
６
９
）

　

本
来
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
の
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
、
い
わ
ゆ
る「
食
品
ロ
ス
」。

そ
の
量
は
、
国
内
で
年
間
約
６

０
０
万
ｔ
に
な
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
半
分
に
あ
た
る
約
３
０

０
万
ｔ
が
、
家
庭
か
ら
出
て
い

る
も
の
で
す
。
食
品
ロ
ス
全
体

の
量
か
ら
試
算
す
る
と
、
一
人

に
つ
き
毎
日
約
１
３
６
ｇ
（
茶

碗
約
１
杯
分
の
ご
は
ん
に
相
当

す
る
量
）を
無
駄
に
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
平
成
26

年
度
推
計
、農
林
水
産
省
調
べ
）

も
っ
た
い
な
い
！
食
品
ロ
ス

■
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
コ
ツ

　
計
画
的
に
買
い
物
し
よ
う
！

　

�　

�

買
い
物
に
行
く
前
に
、
冷

蔵
庫
の
中
な
ど
を
確
認
し
、

買
い
物
メ
モ
を
持
参
。

　
食
材
を
使
い
切
ろ
う
！

　

�　

�

食
材
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
は

適
度
な
量
に
し
て
、
賞
味

期
限
・
消
費
期
限
を
こ
ま

め
に
確
認
。
野
菜
な
ど
の

皮
を
厚
く
む
き
す
ぎ
な
い
。

　
食
事
は
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

　
　�

無
理
な
く
食
べ
ら
れ
る
量

を
作
り
、
お
い
し
く
食
べ

切
る
。

500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 (g)

全国
茨城県
水戸市

（一般廃棄物処理実態調査結果、平成27年度、環境省）

図1　一人1日当たりのごみの排出量（平成27年度）
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1,005
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interview1
　あと一口食べてみよう―。
　一人一人が心がければ、全体で何人分もの
食べ残しを減らすことにつながります。

残さず
食べたよ！

稲荷第一小学校5年2組の皆さん。
給食をしっかり食べて、今日も元気！

「食べ始めの5分
間は、モグモグ
タイム。一食に
しっかり向き合
う時間を取るこ
とも効果があり
ます」と話す杉
山先生(右)

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
学
校
で
食

べ
る
給
食
。
そ
の
献
立
は
、
子
ど

も
た
ち
の
身
体
に
と
っ
て
必
要
な

栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
れ
る

よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
す
。

多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
作
ら
れ
る

給
食
で
す
が
、
食
べ
ら
れ
ず
に

残
っ
て
し
ま
っ
た
分
は
、
飼
料
に

し
た
り
、
廃
棄
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
「
給
食
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し

い
」と
話
す
の
は
、
稲
荷
第
一
小
学

校
の
栄
養
教
諭
、
杉
山
由
佳
先
生
。

食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
と
、
給
食

後
に
残
っ
て
い
る
量
を
ク
ラ
ス
ご

と
に
確
認
し
、
一
人
前
以
下
な
ら

『
ペ
ロ
リ
ン
賞
』と
し
て
表
彰
す
る
、

と
い
う
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
ペ
ロ
リ
ン
賞
を

取
っ
て
い
る
５
年
２
組
は
、
こ
の

食
べ
残
し
ゼ
ロ
で

目
指
せ
ペ
ロ
リ
ン
賞
！

食べ残しについて考えよう　（石川中学校）
　食品ロスについて、毎日の給食の食べ残しを「お
にぎり何個分になるだろう」「処理に必要なお金で車
が買える」など、身近な例に置き換えながら考えた
1年生の皆さん。実際の量に驚いたと言います。
　授業をとおして、「好き嫌いなく食べる」「作って
くれる人たちに感謝する」など、食の大切さを改め
て感じていました。

　会食や宴会など
の席で残るたく

さ

んの料理。「も
ったいない」と

思った

ことはありま
せんか。

大人も、食べ残
しゼロ。

３
さんまる・いち

まる

０・１０運動を始
めよう。

乾杯後の30分間
と終了前の10分

間は

料理を食べるこ
とを中心に楽し

もう

日
の
給
食
も
ほ
ぼ
完
食
。
み
ん
な

が
積
極
的
に
お
か
わ
り
を
し
た
り
、

担
任
の
先
生
や
杉
山
先
生
が「
も
っ

と
食
べ
た
い
人
は
い
る
か
な
」と
聞

い
て
直
接
席
を
回
っ
た
り
す
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
と
一
緒
に
毎
日
配

る『
給
食
メ
モ
』で
は
、
旬
の
食
材

な
ど
食
に
関
す
る
知
識
を
紹
介
。

メ
モ
の
一
部
は
ク
イ
ズ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
て
い
て
、
給
食
係

が
記
載
し
て
返
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
食
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ

て
、
楽
し
く
、
積
極
的
に
食
べ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ロ
リ
ン
賞
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
食
育
の
取
組
を
続
け
る
こ
と

で
、
稲
荷
第
一
小
学
校
全
体
の
食

べ
残
し
の
量
は
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
、「
こ

れ
は
苦
手
な
ん
だ
」と
言
い
な
が
ら

も「
お
い
し
い
か
ら
一
口
食
べ
て
み

よ
う
よ
」「
今
日
も
ペ
ロ
リ
ン
賞
取

ろ
う
よ
」と
周
り
の
声
に
励
ま
さ

れ
て
、
最
後
ま
で
食
べ
切
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

杉
山
先
生
は「
無
理
や
り
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
意
欲

的
に
取
組
む
こ
と
が
、
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

み
ん
な
の「
あ
と
一
口
」
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特集　「もったいない」を、大切に。

高学年の部
最優秀賞
田中雅桜さん
（吉田小学校5年）

　まちをきれいにしたり、環境を
守ったりするためには、一人一人
の心がけが大切だということを伝
えたいと思いました。

　自然がごみでいっぱいになった
らどうなってしまうんだろう、と
考えて描きました。きれいな景色
を守っていきたいです。

低学年の部
最優秀賞
川上由紗さん
（吉田小学校2年）

　ごみの減量化や再資源化に取組み、不法投棄のないまちづくりに向けて、
市内の小学生がポスターを制作しました。

ごみのないきれいなまちを目指すポスターコンクール
を実施しました

　家庭ごみ（燃えるごみ・燃えないごみ・
資源物）は、指定ごみ収集袋を使う、決
められた収集日・時間に出すなど、ルー
ルを守って出しましょう。
　また、商店、事務所、飲食店など業種
を問わず、事業活動に伴って出るすべて
のごみは、「事業系ごみ」となります。量
や種類に関係なく、事業者の責任で、右
表のとおり適正に処理してください。
※�事業系ごみは、家庭ごみ用の指定ごみ
収集袋を使って家庭
ごみの集積所に出す
ことはできません。

市ごみ減量イメージキャラクター
リサイクリン

ごみの出し方を守りましょう
事業系ごみの種類 処理方法 問合せ

一
般
廃
棄
物

産業廃棄物以外の
もの
（生ごみ、紙くず、
せとものなど）

各地区の清掃工場に
直接搬入

水戸地区
　小吹清掃工場(☎243-6811)
常�澄地区
　�大洗、鉾田、水戸環境組合
　(☎267-2898)
内原地区
　笠間・水戸環境組合
　(☎0296-77-2416)

一般廃棄物収集運搬
業許可業者に依頼 ごみ対策課（☎232-9144）

産
業
廃
棄
物

汚泥、廃油、廃プラ
スチック類などや、
そのほか政令で定
められているもの

産業廃棄物収集運搬
業許可業者に依頼

水戸市産業廃棄物協同組合
　(☎259-7232)
茨城県産業廃棄物協会
　(☎301-7100)

資
源
物

ダンボールなどの
紙類、びん・缶類
など

�各地区の清掃工場に
直接搬入

各地区の清掃工場

資源物回収業者に
委託

水戸市再資源化事業協同組合
　(☎269-4165)

＜事業系ごみの取扱い＞

チャレンジ！
ごみダイエット術

分別すれば、資源になる
　ティッシュの箱や菓子箱なども、
分別すれば再利用できます。ごみ
箱の横に資源物を入れる箱などを
用意すると便利。習慣づけること
が大切です。

ティッ
シュペ

ーパー

平らにつぶす

※�取出し口のビニールは
　燃えるごみへ。

　「ちりも積もれば山となる」を合言葉に、
家族で取組んでみましょう。

生ごみは水を切ろう
　生ごみの約8割は水分です。水
を切れば、1日当たり約40g、1年
間続けると約15kgの減量に。生
ごみの腐敗やにおいも防ぐことが
できます。

不要になったCDなど
の穴に水切りネットを
通すと、水分をしぼり
やすい

ごみ対策課では、ごみに関するさま
ざまな情報を掲載した「ごみマガ！」
を発行しています。
ごみマガは、市ホーム
ページから見ることが
できます。

「水戸市　ごみマガ！」で検索！

ごみたんけんツアー　7月28日interview2
　自分が出すごみがその後どうなっていくのかを知る
ことが、ごみの減量を考えるきっかけになっています。

我が家の
ごみの行方

　市のごみ処理施設など
を見学して、ごみの量や
処理の過程などを知り、
家庭でのごみの分別やリ
サイクルへの関心を深め
ました。

家電リサイクルツアー
7月26日

ペットボトルおっかけ
ツアー　8月1日

　かすみがうら市や神栖市の工
場などで、ペットボトルのリサ
イクル過程を見
学。ペットボト
ルの正しい出し
方などについて
学びました。

　栃木県宇都宮市や栃木市の工
場などで、生活の中で身近なテ
レビやエアコン、洗濯機、冷蔵
庫など家電製品のリサイクル制
度について理解を深めました。
また、ごみ処理場の見学も行い
ました。

(左)�大型クレーンがごみを撹
かくはん

拌す
るごみピット

(右)冷蔵庫の解体ライン

集積所での分別収集
を実施します

　下入野町地内において、新清掃工場の建
設工事が始まっています。
　平成32年4月の供用開始に伴い、ペット
ボトル、白色トレイ、プラスチック製容器
包装の集積所での分別収集を新たに開始し
ます。ご協力をよろしくお願いします。
　詳細については、今後、「広報みと」など
でお知らせします。

　

７
月
に
市
が
行
っ
た「
ご
み
た
ん

け
ん
ツ
ア
ー
」に
参
加
し
た
佐
藤
真

季
乃
さ
ん（
小
学
３
年
生
）、
真
く
ん

（
小
学
１
年
生
）、
真
陽
く
ん（
４
歳
）

の
姉
弟
。
き
っ
か
け
は
、「
子
ど
も

た
ち
が
ご
み
収
集
車
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
こ
と
」と
お
母
さ
ん
。「
家
で

無
意
識
に
出
し
て
い
る
ご
み
が
、
そ

の
後
ど
う
な
る
か
を
考
え
る
機
会
に

も
な
る
か
な
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
」と
話
し
ま
す
。

　

小
吹
清
掃
工
場
で
施
設
内
を
見

学
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は「
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
」と
、
実

際
に
目
に
し
た
ご
み
の
量
に
圧
倒
さ

れ
た
様
子
。
一
つ
一
つ
の
工
程
に
つ
い

て
熱
心
に
質
問
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

(左)�ペットボトルを固めた「ベール」
がいくつも積みあがる倉庫

(右)リサイクルの仕組などを学ぶ

クイズを楽しみながら、
分別などを改めて確認

工場内を見学。「うちのご
みはどこにあるかな～」

小吹清掃工場

市のごみの状況や工場の
仕組について学びます

さまざまな資源を再利用
した展示品

牛乳パックからはがきを
作る体験も

水戸リサイクル館こ
ん
な
に
ご
み
が
あ
る
ん
だ
！

　

ツ
ア
ー
の
後
半
は
、
資
源
の
再
利

用
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
紙
す
き

で
は
が
き
づ
く
り
を
体
験
。
真
季
乃

さ
ん
は「
家
で
出
す
ご
み
は
少
し
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
み
ん
な
の
家
か

ら
集
ま
る
と
す
ご
い
量
。
ご
み
を
出

す
と
き
は
、
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

こ
と
も
き
ち
ん
と
考
え
よ
う
と
思
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（左から）真陽くん、真季乃さん、真くん

完成イメージ図

▼入賞作品の展示
期間／11月28日(火)～12月8日(金)
場所／水戸芸術館エントランスホール
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